













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２月２Ｈ 麻生 粟田口 米市
２月６日 煎物 釣狐 蜘盗人
２月１１日 餅酒 比丘尼 合柿
２月13日 餐の|F１ 素抱落 若一
２月１５日 唐相撲 祢宜山伏 井杭





高砂 田村 羽衣 張良 金札
と5ト
コ則 難波 八嶋 熊野 春日龍神 養老
氷室 兼平 東北 道成寺 右近
131］ 白楽天 経政 吉野静 石橋 呉服
２月１５日 竹生鴫 `忠則 半蔀 融酌之舞 志賀



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































祝儀の当日 祝儀の名目 盆正月の実施日 盆正月の実施日 藩の対応








延享2.7.25 七代宗辰家督 延享2.8.13 躍り・相撲 ｢盆正月」の開催を
命じる
宝暦3．５．１８ 九代重靖家督
宝暦3．７．２８ 九代重靖初入国 宝暦3.9.13 作り物 不明
宝暦4.3.11 十代重教家督 宝暦4.3.27～2８ 拍子（嚇子） 不明
享和2.3.9 十二代斉広家督














文政5.11.21 十三代斉泰家督 文政5.12.14～１５ 不明 不明
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あ
た
り
、
こ
の
祭
り
も
合
流
し
て
い
る
。
し
か
し
翌
日
に
は
禁
止
が
命じられた。
延享二年八月十一日の宗辰家督相続に際しては「十一一一日
金
澤
町
中
盆
正
月
仕
候
様
町
奉
行
よ
り
申
渡
、
躍
り
・
相
撲
等
所
々
に
有
之
、
」
と
、
初
め
て
藩
側
か
ら
金
沢
町
中
に
「
盆
正
月
」
を
行
うように命令があり、町では躍り・相撲が行わ仏測・
重靖入国に際しては宝暦一一一年九月十一一一日に初めて「作り
物」が出乱仙、十代重教家督相続に際しては同四年一一一月二
十七・一一十八日に嚇子がなされ池、
そして、享和一一年八月一一十八日の十一一代藩主斉広初入国
に
は
、
藩
の
財
政
難
の
影
響
か
ら
か
、
前
出
の
通
り
初
め
て
作
り
物
な
ど
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
落
成
し
た
二
九
へ
文
化
六
年
四
月
二
十
六
日
に
斉
広
が
移
徒
す
る
に
際
し
て
は
、
「
遊
祝」として「盆正月」を命じて乢秘。この移徒は、祝儀能
開
催
が
通
知
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
お
よ
そ
半
世
紀
ぶ
り
の
「
盆
正
月
」
で
は
、
左
の
史
料
の
通
り
に
町
々
に
お
い
て
、
作
り
物
の
み
な
ら
ず
躍
り
狂
言
・
俄
・
お
ど
け
躍
り
、
聯
子
ま
で
加
え
て
賑
や
か
に
祝
福
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
記
有
之
候
通
廿
六
日
朝
御
移
徒
、
当
町
中
同
日
翌
廿
七
日
両
日
遊
祝
申
渡
候
、
俗
盆
正
月
与
云
々
、
依
之
町
之
思
ひ
ノ
ー
作
り
物
井
躍
り
狂
言
致
し
賑
敷
奉
祝
、
其
あ
ら
ま
し
左
之
通
、
法
政
史
学
第
六
十
九
号
泉
町
挽
山
菊
慈
童
の
作
り
物
、
祇
園
ば
や
し
（略）
右
之
外
品
々
略
之
、
其
外
俄
．
お
ど
け
躍
り
、
嚇
子
物
等
色
々
、
尤
町
家
一
軒
毎
に
釣
提
灯
灯
し
星
の
如
く
、
殊
之
外
賑
敷事数十年以来与云々、
「
宮
腰
町
に
も
廿
六
日
・
廿
七
日
遊
祝
有
之
、
「
小
松
町
廿
七
日
・
廿
八
日
遊
祝
有
之
、
そ
の
地
域
的
範
囲
は
金
沢
城
下
か
ら
港
町
宮
腰
、
さ
ら
に
は
隠
居
城
の
あ
る
小
松
町
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
八
年
二
月
二
十
六
日
、
家
督
・
御
殿
落
成
祝
儀
能
の
終
了
後
に
も
左
に
掲
出
す
る
通
り
、
「
盆
正
月
」
の
よ
う
な
賑
わ
いが命じら払趨。
一一月廿七日、今般御城御造営御成就に付、昨日・〈７日
町
中
盆
正
月
賑
ひ
候
様
就
申
渡
に
、
一
町
一
町
牽
山
築
山
之
上
に
而
踊
狂
言
或
大
黒
・
武
者
・
牛
等
之
作
り
物
、
或
一
町
中
に
□
交
幕
を
張
り
、
店
先
に
金
屏
風
而
已
建
廻
し
、
或
数
百
間
松
之流枝を棚の如くして、其下に休台等を置並べたる所
も
有
、
見
物
之
貴
賎
群
集
、
東
武
之
浅
草
市
に
等
し
、
悉
難
及
楮筆賑ひ也、
こ
の
と
き
に
は
、
山
車
の
上
で
踊
り
狂
言
や
大
黒
・
武
者
・
牛
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
り
物
が
披
露
さ
れ
、
町
中
の
各
店
に
は
店
八
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先
に
金
屏
風
を
建
て
、
そ
こ
に
見
物
所
を
設
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
様
子
は
浅
草
市
に
も
匹
敵
す
る
賑
や
か
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
遂
に
、
文
政
五
年
十
二
月
十
四
・
十
五
日
、
最
後
の
藩
主
十
一
二
代
斉
泰
の
家
督
相
続
に
際
し
て
も
二
日
間
の
「
盆
正
月
」
が
行
わ
仏晒。この
よ
う
に
、
財
政
難
で
祝
儀
能
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
八
代
・
十
代
・
十
一
代
の
各
藩
主
を
除
い
て
は
、
六
代
藩
主
の
享
保
八
年
以
降
、
何
ら
か
の
祝
儀
に
あ
わ
せ
て
、
町
方
で
は
「
盆
正
月
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
盆
正
月
」
と
は
、
藩
主
の
代
替
わ
り
な
ど
の
治
世
の
改
ま
り
に
対
す
る
町
方
の
祝
賀
行
為
と
し
て
、
祭
り
の
本
来
的
な
意
味
か
ら
発
生
し
、
鎮
魂
と
再
生
の
観
念
を
も
と
に
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
八
世
紀
前
半
の
享
保
期
の
状
況
は
、
一
八
祇
紀
後
半
の
延
享
期
に
は
藩
が
祝
日
を
制
定
し
、
賑
わ
い
を
強
制
す
る
方
向
へ
、
同
じ
く
宝
暦
期
に
は
町
方
が
そ
れ
を
見
世
物
化
す
る
方
向
へ
進
む
。
そ
し
て
遂
に
、
藩
側
は
積
極
的
に
関
わ
る
姿
勢
を
示
さ
な
く
な
る
。
こ
こ
に
、
藩
側
で
は
意
図
し
て
町
人
の
習
俗
に
、
代
替
わ
り
な
ど
の
儀
礼
の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。上
述
の
こ
と
よ
り
、
藩
主
の
代
替
わ
り
な
ど
の
儀
礼
に
は
、
礼
楽
思
想
に
基
づ
く
秩
序
化
の
場
と
し
て
の
祝
儀
能
と
祭
り
の
本
質
で
あ
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
本
稿
で
は
、
大
名
統
制
策
と
し
て
の
参
勤
交
代
を
、
大
名
は
儀
礼
行
為
の
中
で
存
在
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
藩
主
と
家
中
・
町
方
と
が
関
係
す
る
場
を
そ
の
素
材
と
し
た
。
具
体
的
な
事
例
を
金
沢
藩
主
の
家
督
・
就
封
儀
礼
と
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
検
討
の
場
を
そ
の
中
心
と
な
る
身
分
序
列
ご
と
に
行
わ
れ
る
御
礼
か
ら
、
そ
の
前
後
に
行
わ
れ
る
祝
儀
へ
移
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
祝
賀
行
為
に
は
藩
が
主
催
す
る
祝
儀
能
と
町
人
が
行
う
盆
正
月
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
礼
楽
思
想
と
習
俗
と
い
う
相
反
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
藩
主
が
披
露
さ
れ
る
儀
礼
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
藩
主
の
承
認
が
儀
礼
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
祝
賀
行
為
を
経
た
上
で
、
統
治
者
に
な
る
と
い
え
よ
う
Ｃ
す
な
わ
ち
、
近
世
後
期
の
個
別
領
主
は
、
拝
謁
・
御
礼
の
服
属
関
係
で
階
層
秩
序
を
保
っ
て
い
た
の
に
加
え
、
非
文
字
化
さ
れ
た
思
想
や
習
俗
と
の
親
和
に
よ
っ
て
も
存
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
る
鎮
魂
と
再
生
の
習
俗
に
基
づ
く
盆
正
月
と
、
こ
の
性
質
の
異
な
る
祝
儀
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
九
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註（
１
）
朝
尾
直
弘
「
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
」
（
岩
波
講
座
「
日
本
歴
史
」
Ⅲ
岩
波
書
店
一
九
七
五
年
）
・
同
「
「
公
儀
』
と
幕
藩
領
主
制
」
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
「
講
座
日
本
歴
史
』
５
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
五
年
）
。
（
２
）
大
友
一
雄
「
日
本
近
世
国
家
の
権
威
と
儀
礼
」
吉
川
弘
文
館
一
九九九年。
（
３
）
忠
田
敏
男
「
参
勤
交
代
道
中
記
ｌ
加
賀
藩
史
料
を
読
む
ｌ
』
（
平
凡
社
一
九
九
三
年
）
。
（
４
）
家
臣
団
は
７
つ
の
身
分
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
人
持
組
頭
（
八
家
）
②
人
持
③
平
士
④
与
力
⑤
歩
⑥
足
軽
⑦
小
者
で
あ
る
。
④
ま
で
が
騎
馬
上
、
⑤
ま
で
が
士
分
で
あ
る
。
士
分
の
う
ち
、
③
ま
で
が
御
目
見
以
上
、
④
以
下
が
御
目
見
以
下
で
あ
る
ｓ
金
沢
市
史
」
通史編２近世〈二○○五年〉一一七五～二八一頁）。
（
５
）
「
諸
作
法
之
部
」
（
「
国
格
類
聚
」
巻
之
十
一
川
越
能
文
庫
一
六
．
一一三’四五・〈「金沢市史』資料編４所収〉）。文化十年に書
写役湯浅祇庸が編纂。
（
６
）
家
督
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
十
一
代
藩
主
治
脩
の
事
例
を
紹
介
した註４（一一一一一四～二一一一五頁）に詳しい。
（
７
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
家
老
兼
若
年
寄
前
川
図
書
が
寛
政
九
年
に
十
一
代
藩
主
治
脩
の
帰
国
道
中
を
記
し
た
「
御
帰
国
御
道
中
日
記
」
（
加
越
能
文
庫
一
六
．
二
二
’
七
六
）
に
詳
し
い
。
（
８
）
「
加
賀
藩
史
料
」
第
十
一
篇
（
前
田
育
徳
会
一
九
三
七
年
）
一
五
四
～
一
五
五
頁
。
法
政
史
学
第
六
十
九
号
（９）『御規式井役者姓名」加越能文庫一六．九七’七二。
（
皿
）
長
山
直
治
「
能
と
藩
主
ｌ
加
賀
藩
一
二
代
藩
主
前
田
斉
広
の
場
合
ｌ
」
（
『
石
川
郷
士
史
学
会
々
誌
」
第
二
七
号
一
九
九
四
年
）
。
こ
こ
で
は
、
文
化
八
年
の
祝
儀
能
に
つ
い
て
、
ニ
ノ
九
再
建
に
協
力
し
た
領
民
へ
の
謝
意
と
し
て
、
そ
の
披
露
を
目
的
に
し
た
儀
式
能
の
開
催
と
捉
え
、
危
機
に
臨
ん
で
の
領
民
の
一
致
協
力
と
そ
れ
に
応
え
て
の
藩
主
の
仁
政
で
あ
り
、
藩
主
と
領
民
と
の
紐
帯
を
確
認
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
評
価
す
る
。
（
Ⅱ
）
註
８
、
七
一
一
～
七
一
二
頁
。
（ｕ）註８、八○五～八○八頁。
（
田
）
「
文
化
八
年
御
規
式
御
能
之
一
件
」
（
註
５
，
巻
之
十
三
。
（
ｕ
）
註
８
、
九
七
○
頁
、
（
巧
）
「
加
賀
藩
史
料
」
第
十
二
篇
（
前
田
育
徳
会
一
九
一
一
一
七
年
）
七
七～七八頁。
（肥）註田。
（Ⅳ）「舞正語磨」（万治元年〈一六五八〉十月六日の識語、秋
翁著）では、翁を「祭如神在」と、「論語』の「八侑第三」
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
。
『
舞
正
語
磨
」
は
江
戸
時
代
唯
一
と
な
る
能
の
評
判
記
昌
舞
正
語
磨
」
わ
ん
や
書
店
一
九
五
八
年
）
。
（
型
註
９
。
（
皿
）
拙
稿
「
江
戸
城
町
人
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
ｌ
身
分
制
社
会
の
共同性空間ｌ」（『法政史学」第六二号二○○四年九月）。
（
別
）
享
保
十
年
九
月
二
十
八
日
、
六
代
吉
徳
の
御
家
督
井
御
入
国
御
祝
儀御能の開口（『御規式留」加越能文庫一六．二二’八）。
四
○
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（別）「護国公御入国之留」加越能文庫一六．二二’五八。
（
釦
）
「
加
賀
藩
史
料
」
第
七
篇
（
前
川
育
徳
会
一
九
三
三
年
）
三
グーへ〆￣、
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、－〆、－〆
近
世
後
期
に
お
け
る
入
国
儀
礼
と
附
祭
（
川
上
）
年ど
～－〆
○グーヘ
七頁。 頁
○
一
三
，
１
人
諏
訪
春
雄
「
翁
と
二
一
番
翌
ｌ
芸
能
に
お
け
る
来
訪
神
の
系
譜
ｌ
」
（芸能史研究会「芸能史研究」’二二ｍ万一九九八年）。
「
加
賀
藩
史
料
」
第
六
巻
（
前
川
育
徳
会
一
九
三
一
一
一
年
）
三
三
古
川
貞
雄
「
村
の
遊
び
Ⅱ
」
平
凡
社
一
九
八
六
年
。
文
化
二
年
の
江
戸
Ｈ
本
橋
界
隈
を
描
い
た
「
煕
代
勝
覧
」
絵
巻
な
（江戸東京博物館展示図録「大江一，八百八町」二○○三
主註註註
３４１３４
０，Ｏ、
註註註註
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、、、、
四八八七
一○三八
頁五○二
０/声Ｐ声一
夫
諸
侯
に
三
シ
乃
宝
あ
り
土
地
人
民
政
事
と
こ
そ
う
け
継
代
々
ハ
久
堅
乃
犬
満
神
の
末
と
し
て
万
代
猶
松
梅
に
折
し
も
菊
乃
千
歳
ま
て
越
の
白
根
乃
本
か
た
く
恵
も
深
き
国
と
か
や
諸
侯
の
三
ッ
の
宝
の
出
所
尽
心
ノ
篇
孟
子
Ｈ
諸
侯
之
宝
三
土
地
人
氏
政
事
七八二頁。
三八一～一一一九一頁。
八三○頁。
八○五～八○八頁。
四
八
川
～
囚
九
一
頁
。
（躯）「加賀藩史料」第十一一一編（前田育徳会一九三三年）二
五七頁。なお、安政一一一年（一八五六）三月一・二日に開催
さ
れ
た
盆
正
月
の
番
付
の
刷
り
物
が
残
存
す
る
。
町
方
で
は
更
に
見
世
物
化
を
進
め
な
が
ら
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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